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Ⅲ（放射性 の を 測するための ） 
7.1. 森林 に る 葉の放射性セシウム濃度の変  

 

（ ） 的 

の 森林の放射性セシウム の に するため、リターフ ール の

葉の放射性セシウム を する。 のために、福島 に いて、 林 種

で る ギ林にリタートラ を し、 の 葉に いて放射性セシウム濃度の測定を

2019 年度 開 した。 年度は新たに のア マツ林とコ ラ林に リタートラ

を し、 ギ林 に 葉に る 表 の放射性セシウム を した。 

 

（ ） と  

１）スギ林 

2020 年 5 月 に三ツ石 金山 に 0.5m2 のリタートラ を 6 個

定した。 は 月 い、 を ギ 葉、 ギ の葉、 ギ 、 ギ の 、 の

、の 5 に し を計測した。リタートラ は の に る を た

め、 年度の （2020 年 1 月）後にトラ を に をした。測定開

での期間（2020 年 1 月 5 月 4 月間）のリター は、 に いたトラ

に る を し、 の を計測した。 年度の は 9 月 での計 4 と てい

る。 

放射性セシウム濃度は、月ごとの とは 、 した 4 の を とめて 1

の として を て に した。 年度 に ギ 葉と ギ の葉の 2

の に いては、トラ ごとに集 して を た 、 の 3 の に い

ては、 ごとの集 とした。 を 後に してマリ リ 0.7 L（ ギ

の一 は U-8 ）に て し、 ルマ ウム 体検 に る ンマ線 ト

トリ を用いて、放射性セシウム（Cs-134 Cs-137）濃度を測定した。 

２）アカマツ林と落葉広葉樹林 

2020 年 5 月 に 山 林 のア マツ林（ 、ア マツ林とする）と三ツ石

林 のコ ラ林（ 、コ ラ林とする）に ギ林で 用している のと のリ

タートラ を 6 個 定した。 は 月 い、ア マツ林では、 をア マツ

葉、ア マツ の葉、 （ア マツと の 種を一 ）、 の 、の 4 に し

た。コ ラ林では、コ ラを 葉 の 葉を一 して 葉 葉 とした は、

と の に し、 を計測した。 は 9 月 での計 4 と ている。放射

性セシウム濃度は、 ギ林 に月ごとの とは 、 した 4 の を とめて

1 の として を て に した。ア マツ林では、ア マツ 葉とア マツ

の葉（ア マツ林 に する 葉 の葉）の 2 の に いて、トラ ごと

に集 して を た 、 の 2 の （ と の ）に いては、
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ごとの集 とした。 を 後に してマリ リ 0.7 L（ ギ の一 は

U-8 ）に て し、 ルマ ウム 体検 に る ンマ線 ト トリ を用

いて、放射性セシウム（Cs-134 Cs-137）濃度を測定した。 

 

（ ）結果 察 

１）スギ林 

a）測定 1 年目の傾向 

2019 年 5 月 2020 年 5 月 での 1 年間のリターフ ール は、三ツ石 で 774.2 

g/m2、金山 で 581.5 g/m2 で た。 と に ギ 葉の 大

た。放射性セシウム濃度は した ごとに大 て 、 果

る の の で い を示した。 ギの 葉の放射性セシウム濃度は、

と にリターフ ールの の で た（表 7.1.-1）。 の結果、リターフ ール

に める いに 、濃度 たため、 ギの 葉に る放射性

セシウム （三ツ石 212 Bq/m2、金山 283 Bq/m2）は、リターフ ールに る放射性

セシウム 体の 5～10 度と た（表 7.1.-1）。 

 

表 7.1.-1 三ツ石 と金山 の ギ林リターフ ール と放射性セシウムの

（1 年 ） 

 

は 2019 年 5 月 2020 年 5 月 での 1 年間で 、 コ の数 は を表す。 
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b）測定 2 年目の傾向  

計測 2 年 と る、2020 年 5 月 9 月 での 4 月間のリターフ ール は、三ツ石

で 75.9 g/m2、金山 で 29.1g/m2 で た。 と に ギ の葉の

大 た 、 は集計結果 9 月 での ので 、 ギの 葉の ー

てい い とに する。放射性セシウム濃度は した ごとに大

て 、 果 る の の で い を示し 、 の

は 1 年 の結果と変 た。 ギの 葉の放射性セシウム濃度は、 と に

ギ の葉 に比 て い を示していた（表 7.1.-2）。リターフ ール に める

、濃度 たため、 ギの 葉に る放射性セシウム （三ツ石 15 

Bq/m2、金山 6 Bq/m2）は、リターフ ールに る放射性セシウム 体の 2 度で

た（表 7.1.-2）。 の は 1 年 の に比 て めて い に ている 、

ギの 葉の ー （11 月 ） 期間に てい い と している のと

る。 

 

表 7.1.-2 三ツ石 と金山 の ギ林リターフ ール と放射性セシウムの

（2 年 ） 

 

は 2020 年 5 月 9 月 での 4 月間で 、 コ の数 は を表す。 

 

 



50 
 

1 年 の放射性セシウム （表 7.1.-1）を用いて、森林 体の放射性セシウム

（三ツ石 660,000 Bq/m2、金山 275,000 Bq/m2）に対する ギ 葉の放射性

セシウム の を求めると、三ツ石では 0.032 、金山では 0.103 で 、金山の

三ツ石 3.2 度大 た。す 、森林 体の放射性セシウム の

い金山 の 、 葉を しての 大 い に た。 

 

２）アカマツ林と落葉広葉樹林 

2020 年 5 月 9 月 での 4 月間のリターフ ール は、ア マツ林で 110.3 g/m2、コ

ラ林で 107.4 g/m2 で た。 と に集計結果 9 月 での ので 、 葉 葉

の の ー を てい い と 、年 た の は に る とに

る。ア マツ林では、ア マツ 葉とア マツ の葉の放射性セシウム濃度に大

た 、 ギ林で の た。 葉 林と 、 種 の葉（ ギ

の葉 と ア マツ の葉 ）は林 に する 葉 で と め て 、

の と 、 葉 に比 て 葉 の葉の放射性セシウム濃度は 対的に いと

る。一 で 濃度 に いては年 変 る と 、 観測をする とで

の の を にする と で るで 。ア マツ林ではア マツ 葉に る

放射性セシウム は 葉 葉に る の 度（ 13 ）で 、放射性セシ

ウム 体に める た（表 7.1.-3）。一 、コ ラ林では、 葉 葉の

体 に める い に た。 

年度 、 たにア マツ林とコ ラ林を た とに て、森林タイ の違いに

る放射性セシウムの 元 を比 する と に た。 葉 は種 では

い 、年 変 する と 、 の違い 放射性セシウムの濃度 に る 性

る。 の と る 観測 で る。 
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表 7.1.-3 ア マツ林とコ ラ林のリターフ ール と放射性セシウムの  

 

は 2020 年 5 月 9 月 での 4 月間で 、 コ の数 は を表す。 
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7.2. に る放射性セシウム 性の  

 

（ ） 的 

に いては、 に 放射性セシウム で する と

に て た。た し、 の放射性セシウムの を た 、 に

に した放射性セシウムの で 、 の に て すい の

放射性セシウムの を する と と る。 で、 ギとコ ラの

に る の放射性セシウムの 直 を にする とを 的とする。 

 

（ ）  

の の放射性セシウムの測定には、2019 年 6 月 12 13 に て

三ツ石の ギ林とコ ラ林で採取した、 ギ 4 、コ ラ 4 の 直 の東 4

の コア と 葉 を用いた。 コア は、0–5 cm、5–10 cm、10 cm に

ている。 葉 4 g、 8 g を 100 mL にと 、 M アンモ ウ

ム 80 mL を 、 と で 2 間 と した。 の後、10 間 をし、

を 0.45 μm ンブレンフ ルターで 引 し、 を作成した。

は ルマ ウム 体検 に る ンマ線 ト トリ を用いて、放

射性セシウム（Cs-137）濃度を測定した。 

 

（ ）結果と 察 

ギ林に る、 4 の に る 度 の と の Cs-137

を、図 7.2.-1 と図 7.2.-2 に 示した。 た、コ ラ林に る、 4 に

る と の Cs-137 を、図 7.2.-3 と図 7.2.-4 に 示した。Cs-137 の

に める の は、 ギ林の 葉 で 0.12 ±0.06 、 で 0.45 ±0.23 、

コ ラ林の 葉 で 0.14 ±0.18 、 で 0.44 ±0.26 で た。Manaka et al.（2019）

は じ ギ林、コ ラ林の た に いて、2017 年 の 葉 の に

める の は、 ギで 3.3 、コ ラで 2.1 、 表 では ギで 3.1 、コ

ラで 1.8 と している。 た に比 、 では一 度 い と

い る。 研究では、2017 年 間 経 している とに 、 の 近 の

を対 としているため に る放射性セシウムの に 、 の放射性セシウ

ムの たと た。 

の Cs-137 の 、 の は、 に いては 的には ギ、

コ ラと に の Cs-137 の に近 た。 、 に している放

射性セシウム い では、 に すい の放射性セシウム い とを

している。一 、 葉 に いては、コ ラでは の Cs-137 の と る

た。 は、コ ラの 葉 に している Cs-137 は、 には とし
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て し い とを している。 の放射性セシウムの には に る

る。 に 放射性セシウム 、 の放射性セシウム濃

度 た では の放射性セシウム している 性 た。 

に 、 に すい の放射性セシウムの の は、

では 的には放射性セシウムの の に 定 ている と に た。

後、 の放射性セシウムの ムを するためには、 に する

に すい放射性セシウム に に ているの を にする

る。 

 

文献 
Manaka T, Imamura N, Kaneko S, Miura S, Furusawa H, Kanasashi T (2019) Six-year trends in 

exchangeable radiocesium in Fukushima forest soils. Journal of Environmental Radioactivity, 

203: 84–92. 
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図 7.2.-1 ギ林に る、 4

の に る 度 の の Cs-

137  

図 7.2.-2 ギ林に る、 4

の に る 度 の の Cs-

137  
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図 7.2.-3 コ ラ林に る、 4

の に る 度 の の Cs-

137  

図 7.2.-4 コ ラ林に る、 4

の に る 度 の の

Cs-137  
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7.3. ・ の放射性セシウム濃度  

 

（ ） 的  

は生 た を いコル の と生 た を （ ）に

、 と では放射性セシウムの 経 後の 度の推 ると

る。 の放射性セシウムは、大 原発事故直後に大 直 した

ので ると 、 の後は に る の に て していると

る。一 で の放射性セシウムは、 の 期的 の の

に すると 、 度の推 に いて する と しい。 で

では、 に る放射性セシウム（Cs-137）濃度を測定し、 の 期

的 変化 を にする とを 的とした。 、 期 2 年の Cs-134 は、 期的に

は放射 の い と、 た Cs-137 と すると放射性セシウムの

し る と 、 では対 とした。 

 

（ ）  

三ツ石 ギ（2012～2020 年度）、金山 ギ（2016～2020 年度）、大玉 ギ（2012～2016、

2018、2020 年度）、三ツ石 ノキ（2012～2020 年度）、三ツ石コ ラ（2016～2020 年度）

山ア マツ（2017～2020 年度）を 対 とした。2012～2015 年度は 2 個体、2016 年

度は 3 個体、2017～2020 年度は 6 個体（大玉 ギ 山ア マツは 3 個体） を

採取した。2012～2016 年度は ター イフとノ を用いて の の 10 cm×10 cm×2

と を した。2017～2020 年度は I の成 コアの採取

に 、 3 cm×3 cm×4 と を採取した。 は で 5 mm×5 

mm 度に して U-8 に め、75℃で 24 間 て を測定した後、

ルマ ウム 体検 を用いて Cs-137 濃度を求めた。 

 

（ ）結果 察 

の Cs-137 濃度は、 ての 林 で た（図 7.3.-1）。2012 年度に

モ タリン を開 した三ツ石 ギ、大玉 ギ 三ツ石 ノキでは、2020 年度の

の Cs-137 濃度は 2012 年度の 2–3 度に して 、 的 で 定 る

大 を示した。た し 2017 年度 は、三ツ石 ノキ 三ツ石コ ラでは、

の Cs-137 濃度の は 的 と 度で た。 た、2016 年度 にモ タリ

ン を開 した金山 ギ 山ア マツで 、 の Cs-137 濃度は 的 と

度の で推 している。 

の Cs-137 濃度は、三ツ石 ノキ では 的 と 度に した。た

し金山 ギの の C-137 濃度 と 度に いのは す で る。

I に いて金山 ギの の Cs-137 濃度 2011〜2017 年度 に て
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で た と 、金山 ギでは Cs-137 の経 、 の C-137 濃度

開 の 2011～2015 年度の間に していたのでは い と る。 に

I に いて の Cs-137 濃度に た三ツ石 ノキでは

の Cs-137 濃度で 、2020 年度は 2012 年度の 3 に た 、2017

年度 は に る。 

の に、一 の 林 では 2016～2017 年度 の Cs-137 濃度の

の Cs-137 濃度の の めた。し し、 として

の Cs-137 濃度 大 している林 （三ツ石 ギ 大玉 ギ） の Cs-137

濃度の で い林 （三ツ石 ノキ） るため、 後 経年変化を する

る。 

 

 

図 7.3.-1 に る Cs-137 濃度の経年変化 
線は 、 線は モ タリン 年の の 的 を示す。 

Cs-137 の放射 は 採取年度の 9 月 1 を として した。 
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7.4. に る放射性セシウムの と の ム  

 

（ ） 的 

福島第一原発事故に 、 た林 に新たに ノキ を し、 での放

射性セシウムの経 の と リウム に る の の 果を検 する

とを 的とした。 でに、 開 の 1 年後 リウム に る の放射性セ

シウム の 果 め 、2 年後の で の 果 して め た。

リウム は 年 開 （2014 年度は 、2015 年度 は春）に て た 、

の放射性セシウム 対 として、林 を 年 する とは 的では い。

で、 果の 性 の を検 するため、2017 年度に一 の トに い

て春の リウム を し、成 に 放射性セシウムの濃度変化 に した

を している。 

 

（ ） と  

  福島 マリ山の 林を とした。2014 年 6～7 月に の ノキ 3 年生

生 を 3,000 /ha の 度で した。 に 50 m×50 m の トを 8 し、

の 4 トを リウム 、 の 4 トを とした。 リウム

は 60 の 化 リウム を 1 に リウム（K2O）として 100 kg/ha（K として 83 

kg/ha）と る に 2014 年 8 月、2015 年 4 月、2016 年 4 月、2017 年 4 月、2018 年 4 月、

2019 年 5 月、2020 年 4 月の計 7 した。 リウム に る放射性セシウム

果の 期間を にするために、2017 年 4 トの 、 の 2

トでは リウム を した。す 、 （ ）2 ト、

2 ト、 4 トと た。 年生 後の 10 月 年の生 開

の 4 月の間に、 ト 5 の と の近 のリター 20 cm での

を採取した。 は 葉、 、 の 3 （2017 年度 は 葉、 、 、

の 4 ）に て、 た は 5 cm ごとの 4 （ たは 0-5 cm、5-10 cm、10-20 cm の 3

）に て、 後放射性セシウム（Cs-137）の定 を た。2019 年度は 10 月の

のため の の と たため、 葉の に 定

して採取を た。2020 年度は ノキの成 に い、 の 取 に る個体 体の

採取 と たため、 ト 5 の個体を で 葉を採取し、 の 1

の個体を 元 して 葉、 、 の 3 に 、 後 し、 葉に いて放

射性セシウムの定 を た。放射性セシウムは ルマ ウム 体検 に る ンマ

線 ト トリ を用いて Cs-137 濃度を定 した。 た、 リウム

の リウム に す を にするため 2014～2018 年度に採取 た

の 性 リウム を測定した。 
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（ ）結果 察 

、 、 の 3 の ごとに、 生 期間（ 年の生 期

年の生 開 期 で）に採取した 葉の放射性セシウム（Cs-137）濃度を図 7.4.-1

に示した。い の に いて 、 体的 年変化 としては、2014 年度 2017

年度に採取した 葉の Cs-137 濃度は に た。2018 年度 は年に て は

した のの、 変化 は め た。 の と 、 葉の Cs-137 濃度は

に し ると る 、 に数年は して濃度変化を する

ると る。 

ごとの 葉の Cs-137 濃度変化を ると、2020 年度の の 濃度は

に比 ると 10 の で 、 でと に リウム に る 果の

た。一 、2017 年度 を た では、2017 年度 の

葉 Cs-137 濃度 に 、 濃度では た 、 と比

ると 2020 年度に いて 葉の濃度は 5 の 1 と に た 

濃度での比 に 、 採取 の 度の に る を 化するた

め、 で る 数（Tag）を求め検 を た（図 7.4.-2）。 の結果、 葉の Cs-137

濃度と 数は の を示して 、 に る 数の

通して め た。 

の 性 リウム に いて ると、 を た で 2016

年度には リウム ていた。 の後 では

い ていた（図 7.4.-3）。 は を した 2017 年度に 性

リウム し、 た 、 いレ ルを してい

た。 

2017 年度 、 で を した と 、放射性セシウムの 果

、 葉の Cs-137 濃度 大すると した。 には 2018 年度の の

葉の Cs-137 濃度は 2017 年度 した 、 の後は と を す 、一

定の は た（図 7.4.-1）。 では、 の に 、（ ） 葉の

Cs-137 濃度 た 、 、（ ） の 性 リウム

た 、 た。 の結果は、 では の

リウム に に リウム したため、放射性セシウム

果は に比 た のの、 る 度 た と 原 の一 と

る。 

た し、 後の Cs-137 濃度の変化は一定して 、 での 4 年間の結果

の を する とは しい。した て、 に して の を

する る。 た、 は 性 リウム で 、 性 リウム 用し

ていると るため、 の 果を に するためには 性 リウムの

、放射性セシウム 果に す 性 リウムの に いて 検
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図 7.4.-1 後の ノキ 葉の Cs-137 濃度 

 

図 7.4.-2 ノキ 葉の 数(Tag) 

を る る。 
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図 7.4.-3 （0-5cm）の 性 リウム  

 

 

  




